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町
政
を
問
う

一般質問今回３名が質問し、
その要約を掲載しました。

藤咲　芙美子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ Ｐ９

　１．甲状腺エコー検査実施について

　２．国保税について

　３．次世代育成支援金について

　

桜井　和子　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ10

　１．認知症予防について

　２．介護予防につながる健康増進を促進する
　　　ための施策について

　３．中学生に対する「インフルエンザ予防接種」
　　　助成について

　

杉山　　清　議員‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ｐ11

　１．町営住宅と活性化策について

　２．町の医療対策について

　３．河川対策について

　４．根固屋橋架け替えについて

　５．法・条例について

　６．町政運営について

「町政を問う」の掲載記事は、質問者本人の
寄稿によるものです。
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藤

咲　

当
町
で
の
甲

状
腺
エ
コ
ー
検
査
結
果

は
、
要
精
密
検
査
が
13

人
、
経
過
観
察
が
２
０

２
人
と
４
５
．２
％
も
の

人
が
何
ら
か
の
異
常
が

あ
り
と
診
断
さ
れ
た
。

放
射
線
に
よ
る
健
康
被

害
は
５
年
か
ら
10
年
過

ぎ
て
異
常
が
出
る
。
事

故
直
後
町
の
浄
水
か
ら

ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム
が
、

焼
却
灰
か
ら
高
濃
度
の

セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ

た
。
町
民
は
体
内
被
曝

を
う
け
て
い
る
こ
と
の

証
明
で
あ
る
。
一
回
で

終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
継
続
し
た
検

査
を
求
め
る
。

町

長　

エ
コ
ー
検
査

を
実
施
し
た
自
治
体
が

県
央
地
区
で
は
城
里
町

だ
け
。
４
か
ら
５
割
は

良
性
の
し
こ
り
で
全
国

的
な
数
字
だ
。
今
後
国

や
福
島
県
の
研
究
結
果

を
確
認
し
検
討
し
て
い

く
。

藤

咲　

国
保
制
度
は

低
い
負
担
で
必
要
な
医

療
の
給
付
が
受
け
ら
れ

る
の
が
役
割
だ
。
今
回

の
都
道
府
県
化
に
な
っ

て
国
保
税
の
取
り
立
て
、

医
療
費
削
減
の
た
め
の

病
床
削
減
な
ど
が
国
か

ら
監
視
さ
れ
る
。
国
民

の
願
う
安
い
負
担
で
安

心
し
て
受
け
ら
れ
る
医

療
体
制
が
維
持
で
き
る

か
心
配
。
加
入
者
の
保

険
税
が
引
き
上
げ
に
繋

が
ら
な
い
措
置
を
求
め

る
。
都
道
府
県
化
に
よ

っ
て
激
変
緩
和
措
置
が

取
ら
れ
た
が
、
各
家
庭

へ
の
影
響
は
あ
る
か
。

町
は
ど
の
よ
う
な
努
力

を
し
た
か
。

町

長　

国
保
被
保
険

者
全
員
に
影
響
が
出
る
。

一
人
当
た
り
年
間
保
険

料
は
９
万
８
，３
８
８
円

に
な
る
。
年
間
２
，３
５

６
円
の
増
で
月
２
０
０

円
増
の
予
定
。
県
内
で

は
一
番
安
い
保
険
料
だ
。

藤

咲　
「
城
里
町
次

世
代
育
成
支
援
金
条
例
」

は
、
第
１
条
で
、
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定

と
、
福
祉
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
と
明
記
。
し
か
し
規

則
で
は
家
賃
や
国
保
の

滞
納
が
あ
る
と
支
給
で

き
な
い
、
と
あ
る
。
町

民
女
性
か
ら
「
な
ん
の

た
め
の
子
育
て
支
援
か

わ
か
ら
な
い
。
助
け
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て

も
絶
望
的
に
な
る
だ
け

で
す
」
と
の
手
紙
を
も

ら
っ
た
。
条
例
の
理
念

に
沿
っ
た
規
則
の
改
定

を
す
る
べ
き
だ
。

町

長　

規
則
は
税
金

の
滞
納
を
解
消
す
る
動

機
づ
け
に
は
な
っ
て
い

る
。
規
則
の
改
正
は
、

今
後
き
ち
ん
と
検
討
し

て
い
き
た
い
。

《町長》	国や福島県の研究結果を確認し検討
していく。

甲状腺エコー検査実施に
ついて

藤
ふじ さ く

咲　芙
ふ み こ

美子　議員

国
保
税
に
つ
い
て
都
道
府
県
化
の

影
響
は
あ
る
か

《
町
長
》

影
響
が
出
る
が
、
県
内
で
は
一
番
安
い
保
険
料
。

次
世
代
育
成
支
援
金
に
つ
い
て
規
則
の

改
定
を

《
町
長
》

今
後
き
ち
ん
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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桜

井　
世
界
一
の
高

齢
社
会
に
直
面
す
る
日

本
に
と
っ
て
、
認
知
症

対
策
は
最
重
要
課
題
の

一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
、

早
期
診
断
に
つ
な
が
る

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
が
町
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
か
。

町

長　

認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
研
修

を
修
了
し
た
者
が
一
名
、

サ
ポ
ー
ト
医
研
修
を
修

了
し
た
者
が
一
名
、
保

健
師
一
名
、
三
人
体
制

で
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
あ
り
、
介
護
保

険
申
請
を
促
す
な
ど
、

問
題
が
解
決
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

桜

井　
認
知
症
の
方

の
在
宅
生
活
を
孤
立
さ

せ
な
い
と
の
観
点
か
ら
、

認
知
症
を
正
し
く
理
解

認知症予防について
（桂公民館の改善の予定はあるか）
《町長》	本年度改修を予定している。

桜
さく ら い

井　和
か ず こ

子　議員

し
て
地
域
で
支
え
る
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養

成
の
現
状
は
。

町

長　
平
成
21
年
度

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
30
年
３
月
ま
で
に

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
62
回
開
催
し
、

１
，４
７
２
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
い
る
。

28
年
度
は
、
常
北
中
学

校
・
桂
中
学
校
の
１
年

生
を
対
象
に
総
合
学
習

の
時
間
を
利
用
し
養
成

講
座
を
実
施
し
た
。

桜

井　
認
知
機
能
維

持
の
た
め
の
講
座
が
各

公
民
館
で
開
催
さ
れ
る

が
桂
公
民
館
の
設
備
が

古
く
特
に
ト
イ
レ
は
和

式
で
、
足
の
悪
い
方
に

は
辛
い
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
さ
れ
る
。
桂
公

民
館
の
改
善
の
予
定
は

あ
る
か
。

町

長　
本
年
度
予
算

で
、
変
電
設
備
の
更
新
、

床
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
ク
ロ

ス
等
の
防
炎
仕
様
へ
の

改
修
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
ト
イ
レ
の
改
修

も
出
来
る
様
早
急
に
努

力
す
る
。

桜

井　
散
歩
さ
れ
て

い
る
方
を
数
多
く
見
か

け
る
。
町
民
の
皆
さ
ん

が
楽
し
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る

制
度
を
作
れ
な
い
か
。

町

長　
一
定
数
歩
く

と
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
よ

う
な
ア
プ
リ
の
導
入
、

さ
ら
に
や
る
気
を
引
き

出
す
よ
う
な
仕
組
み
に

つ
い
て
も
大
変
効
果
が

あ
る
と
思
う
の
で
今
後

検
討
し
て
い
く
。

介
護
予
防
に
つ
な
が
る
健
康
増
進
を
促

進
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
後
検
討
し
て
い
く
。

中
学
生
に
対
す
る
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
」
助
成
に
つ
い
て

《
町
長
》

今
年
度
よ
り
拡
大
実
施
し
た
い
。

桜

井　
今
年
は
例
年

に
な
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
、
中
学
校

で
は
学
級
閉
鎖
さ
れ
た

ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
と
聞

い
た
。
中
学
校
に
対
す

る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
助
成
は
で

き
な
い
か
。

町

長　
今
年
度
よ
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
対
す
る
助
成

を
中
学
生
ま
で
拡
大
実

施
し
た
い
。
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杉

山　
公
営
住
宅
の

耐
用
年
数
措
置
で
町
長

は
、
施
政
方
針
に
て
10

年
間
70
棟
の
建
て
替
え

を
目
指
す
と
の
事
で
す

が
、
現
地
建
て
替
え
だ

け
で
な
く
、
新
た
に
土

地
を
買
い
求
め
、
公
園

を
含
め
た
住
宅
造
り
は

周
辺
住
宅
や
商
店
街
活

性
化
に
費
用
対
効
果
は

大
で
は
。

町

長　
現
地
に
近
く

な
ら
事
業
の
計
画
に
大

き
な
長
所
。
議
会
の
理

解
を
得
ら
れ
る
な
ら
非

現
地
建
て
替
え
も
含
め

検
討
す
る
。

杉

山　
子
育
て
支
援

住
宅
は
、
各
自
治
体
が

力
を
入
れ
て
い
る
。
当
町

の
場
合
町
外
か
ら
の
入
居

に
対
し
30
万
円
を
支
援
し

て
い
る
が
、
空
き
家
を
活

か
し
た
期
限
付
き
譲
渡
策

も
税
収
・
地
域
へ
の
効
果

大
と
思
う
が
。

町

長　
空
き
家
を
活

用
し
た
公
営
住
宅
整
備

杉
すぎ や ま

山　清
きよし

　議員

《町長》	非現地建て替えも含め検討する。

町営住宅と活性化策について
（新たに土地を買い求め、公園を含めた住宅造りは）

は
、
迷
惑
空
き
家
対
策

後
に
次
の
課
題
と
し
て

考
え
る
。

杉

山　
圷
地
区
の
水

害
対
策
で
の
根
固
屋
橋

改
修
は
13
年
間
繰
り
返
し

質
問
し
て
き
た
。
合
併

前
は
土
地
改
良
区
と
土

木
事
務
所
が
と
い
う
話
。

合
併
後
は
バ
イ
パ
ス
が

出
来
れ
ば
と
。
最
近
は

バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
れ

ば
と
い
う
話
だ
。
町
と

し
て
の
対
策
を
伺
う
。

町

長　
私
も
深
く
憂

慮
し
て
い
る
。
強
く
重

点
的
要
望
と
し
て
県
へ

架
け
替
え
を
求
め
て
い

く
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉

　

河
川
対
策
に
つ
い
て

　

町
政
運
営
に
つ
い
て

根
固
屋
橋
架
け
替
え
に
つ
い
て

《
町
長
》

県
へ
架
け
替
え
を
求
め
て
い
く
。

法
・
条
例
に
つ
い
て

《
町
長
》

違
反
が
無
い
よ
う
留
意
し
事
業
を
や
っ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。

町
の
医
療
対
策
に
つ
い
て

《
町
長
》

中
核
医
療
機
関
誘
致
に
向
け
努
力
す
る
。

杉

山　
県
は
新
保
健

医
療
計
画
で
医
師
の
地

域
偏
在
解
消
に
向
け
６

年
間
で
医
師
数
８
８
０

人
増
の
目
標
を
立
て
た
。

病
院
の
少
な
い
当
町
に

と
っ
て
は
千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス
。
策
と
し
て

は
２
案
。
公
設
民
営
か

分
院
方
式
と
思
う
が
考

え
を
。

町

長　
町
民
が
望
む

町
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
要

望
第
一
位
が
病
院
整
備

だ
。
自
治
体
で
の
成
功

事
例
も
含
め
、
県
と
連

携
し
民
間
病
院
の
動
向

や
情
報
収
集
に
て
、
中

核
医
療
機
関
誘
致
に
向

け
努
力
す
る
。

杉

山　
国
地
方
と
不

祥
事
が
多
い
中
苦
渋
の

選
択
で
、
法
・
条
例
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

　

３
年
前
教
育
産
業
委

員
会
研
修
で
行
っ
た
中

城
村
（
沖
縄
）
を
私
は
調

査
し
て
き
た
。
こ
の
年

９
月
議
会
で
不
信
任
案

を
提
出
し
た
が
、
ガ
ソ

リ
ン
代
相
当
額
が
雑
入

で
予
算
化
と
の
話
は
本

当
か
。（
ほ
か
に
も
公
金

横
領
が
。）
ま
た
、
合
併

前
後
に
多
く
の
議
員
が

政
治
倫
理
条
例
化
後
に

苦
渋
の
選
択
で
議
席
を

去
っ
た
が
、
元
請
業
者

に
政
治
倫
理
条
例
は
行

き
届
い
て
い
る
か
。

町

長　
ガ
ソ
リ
ン
代

を
雑
入
で
入
れ
た
と
思

う
。
政
治
倫
理
条
例
に

は
違
反
が
無
い
よ
う
に

留
意
し
事
業
を
や
っ
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

町営　南住宅


